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一
、
依
存
す
る
心

　
振
り
込
め
詐
欺
は
子
と
離
れ
て
暮
ら
す

高
齢
者
を
狙
う
暴
力
団
が
仲
介
す
る
組
織

的
犯
罪
で
あ
り
、
認
知
症
高
齢
者
に
高
額

な
ふ
と
ん
や
健
康
食
品
を
売
り
つ
け
る
ビ

ジ
ネ
ス
も
違
法
性
が
高
い
。ソ
ー
シ
ャ
ル・

サ
ポ
ー
ト
や
知
識
・
認
知
機
能
に
脆
弱
な

人
た
ち
が
狙
わ
れ
て
い
る
。
世
間
を
知
ら

な
い
学
生
が
カ
ル
ト
に
狙
わ
れ
て
い
る
こ

と
は
既
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
中
高
年
の
分
別
盛
り
と
言

わ
れ
る
大
人
で
も
合
理
的
判
断
や
問
題
解

決
に
ふ
さ
わ
し
い
無
難
な
や
り
方
が
で
き

る
と
は
限
ら
な
い
。
近
年
の
認
知
心
理
学

や
社
会
心
理
学
で
は
、
人
間
の
も
の
の
見

方
、
考
え
方
に
は
元
来
偏
り
が
あ
る
こ
と

を
論
じ
て
い
る
。

①
確
証
バ
イ
ア
ス　
人
は
先
入
見
を
補
強

す
る
素
材
だ
け
で
判
断
す
る
。
ネ
ッ
ト
で

の
情
報
収
集
が
こ
の
典
型
で
あ
り
、
ネ
ッ

ト
右
翼
や
ネ
ッ
ト
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
こ

う
し
て
生
ま
れ
る
。

②
正
常
性
バ
イ
ア
ス　
自
分
に
不
都
合
な

情
報
を
過
小
評
価
す
る
こ
と
。
想
定
外
、

百
年
に
一
度
と
い
う
言
葉
は
何
度
で
も
聞

く
羽
目
に
な
る
。

③
あ
と
知
恵
バ
イ
ア
ス　
実
際
に
生
じ
た

事
柄
は
、
生
じ
な
か
っ
た
事
柄
よ
り
も
予

測
可
能
だ
と
考
え
て
し
ま
う
こ
と
。
評
論

家
の
言
説
は
ほ
と
ん
ど
こ
の
類
で
あ
る
。

な
ぜ
、
そ
う
し
な
か
っ
た
の
か
と
責
任
追

及
さ
れ
る
た
め
に
、
皆
が
リ
ス
ク
を
取
ら

な
い
、
他
人
に
構
わ
な
い
事
な
か
れ
社
会

が
で
き
て
し
ま
う
。

　

進
化
生
物
学
者
の
長
谷
川
眞
理
子
氏

は
、
宗
教
と
い
う
観
念
作
用
や
文
化
が
人

間
社
会
に
生
ま
れ
て
き
た
背
景
に
、
人
の

認
知
的
バ
イ
ア
ス
が
関
わ
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
（
長
谷
川
眞

理
子
「
進
化
生
物
学
か
ら
見
た
宗
教
的
概

念
の
心
的
基
盤
」
井
上
順
孝
編
『
二
十
一

世
紀
の
宗
教
研
究
』
平
凡
社
、
二
〇
一
五

年
）。

①
優
越
感
バ
イ
ア
ス　
内
と
外
を
分
け
、

ウ
チ
が
優
れ
て
い
る
と
思
い
込
む
。
歴
史

宗
教
で
言
え
ば
選
民
意
識
に
代
表
さ
れ
、

エ
リ
ー
ト
意
識
は
外
部
集
団
の
蔑
視
・
敵

視
に
通
じ
る
。

②
楽
天
的
バ
イ
ア
ス　
内
側
で
安
心
し
た

が
る
。
神
や
仏
の
加
護
、
指
導
者
の
導
き

に
依
存
す
る
。
逆
に
言
え
ば
、
そ
う
で
な

く
て
は
全
て
う
ま
く
い
か
な
い
と
い
う
不

安
や
恐
怖
に
も
つ
な
が
る
。

③
統
御
可
能
バ
イ
ア
ス　
自
分
の
運
命
や

世
界
を
思
い
の
ま
ま
に
動
か
せ
る
と
い
う

思
い
込
み
で
あ
る
。
呪
術
や
霊
能
力
と
い

っ
た
力
能
へ
の
囚
わ
れ
、
世
界
を
支
配
で

き
る
と
い
う
全
能
感
も
こ
こ
に
由
来
す

る
。

　
要
す
る
に
、
人
間
が
自
然
や
暴
力
の
圧

倒
的
力
に
支
配
さ
れ
、
不
条
理
な
世
界
を

生
き
抜
く
た
め
に
身
に
つ
け
た
性
向
が
認

知
的
バ
イ
ア
ス
で
あ
り
、
集
団
的
規
制
に

強
化
さ
れ
た
も
の
が
民
族
主
義
や
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
の
昂
揚
感
で
あ
ろ
う
。「
日
本

人
」
で
あ
る
だ
け
で
自
分
は
他
国
・
他
民

族
の
誰
よ
り
優
れ
て
い
る
と
い
う
想
念
に

囚
わ
れ
る
人
が
少
な
く
な
い
。
宗
教
的
原

理
主
義
や
過
激
主
義
に
囚
わ
れ
る
人
々
も

ま
た
同
じ
よ
う
な
性
向
を
示
す
。
冷
静
に

な
っ
て
考
え
れ
ば
、
根
拠
の
な
い
錯
覚
で

し
か
な
い
。

　
オ
ウ
ム
真
理
教
の
教
祖
と
信
者
は
、
ま

さ
に
自
分
た
ち
だ
け
が
真
理
を
知
っ
て
い

る
と
確
信
し
、
自
分
た
ち
の
信
念
や
活
動

を
受
け
入
れ
な
い
も
の
を
蔑
視
し
、
生
き

て
悪
行
に
よ
り
業
を
重
ね
る
人
間
は
死
ん

で
魂
を
汚
さ
な
い
方
が
よ
い
と
い
う
倒
錯

し
た
エ
リ
ー
ト
意
識
を
持
っ
て
い
た
。
麻

原
彰
晃
に
よ
り
救
わ
れ
る
と
い
う
確
信

は
、
逆
ら
え
ば
永
遠
の
地
獄
に
落
と
さ
れ

る
と
い
う
不
安
に
変
わ
り
、
麻
原
彰
晃
の

神
通
力
を
畏
れ
た
サ
リ
ン
事
件
実
行
犯
は

誰
一
人
逃
げ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
限
度
を
超
せ
ば
、
私
た
ち
に
も
カ
ル
ト

の
信
者
に
通
じ
て
し
ま
う
性
向
が
あ
る
こ

と
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、

そ
の
よ
う
な
性
向
を
絶
つ
べ
く
宗
教
は
冷

静
に
な
っ
て
自
己
と
世
界
の
有
り
様
を
見

「
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
カ
ル
ト
問
題
」
を
考
え
る
③

─
宗
教
リ
テ
ラ
シ
ー
と
現
代
仏
教
　
信
教
の
自
由
を
守
る
た
め
に
─

　
　
　
　
　
北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

	

教
授
　
櫻 

井  

義 

秀

	
（
さ
く
ら
い  

よ
し
ひ
で
）
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つ
め
る
こ
と
を
説
き
、
根
拠
の
な
い
熱
狂

や
過
度
な
依
存
を
戒
め
た
が
、
度
を
超
す

宗
教
運
動
は
い
つ
の
時
代
に
も
生
じ
た
。

カ
ル
ト
と
い
う
の
は
、
人
間
の
性
向
や
集

団
的
特
質
の
あ
る
側
面
が
増
幅
さ
れ
、
個

人
の
抑
圧
や
集
団
的
暴
力
性
に
転
換
さ
れ

て
い
っ
た
特
異
な
宗
教
現
象
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

　
で
は
、
仏
教
は
人
間
や
社
会
の
根
源
的

な
問
題
に
ど
の
よ
う
に
対
処
し
、
現
代
の

カ
ル
ト
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
に
何
ら
か

の
貢
献
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

二
、	 �

生
老
病
死
を
観
る
（
仏
教
が
語
る
べ

き
こ
と
）

　
仏
教
学
や
仏
道
修
行
の
素
人
で
あ
る
私

が
言
う
の
も
口
は
ば
っ
た
い
が
、
八
正
道

の
第
一
は
正
見
で
あ
る
。
何
を
正
し
く
見

る
べ
き
か
。
人
の
生
涯
で
あ
る
生
老
病
死

と
人
間
社
会
の
有
為
転
変
で
あ
る
諸
行
無

常
で
あ
る
。
自
分
だ
け
が
、
自
分
の
属
し

て
い
る
社
会
だ
け
が
例
外
で
は
な
い
と
考

え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
こ
の
こ
と
を
冷

静
に
見
つ
め
、
対
処
で
き
る
こ
と
が
解
脱

や
悟
り
と
考
え
ら
れ
た
ほ
ど
に
、
普
通
の

人
間
に
は
難
し
い
の
で
あ
る
。
そ
の
わ
け

は
固
執
や
愛
着
で
あ
る
。
自
分
に
自
信
を

持
ち
、
自
分
の
な
し
て
い
る
こ
と
が
価
値

あ
る
も
の
だ
と
思
わ
な
い
限
り
、
生
の
充

実
感
は
な
い
。
自
分
の
慕
わ
し
い
人
、
所

属
す
る
集
団
へ
の
愛
着
が
な
い
限
り
、
家

族
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
国
家
の
維
持
は
不

可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
実
生
活
を
安

心
・
安
全
に
過
ご
す
た
め
の
生
き
方
そ
の

も
の
が
、
先
に
述
べ
た
認
知
的
バ
イ
ア
ス

や
集
団
的
バ
イ
ア
ス
を
生
み
だ
し
、
そ
の

結
果
、
誤
解
や
ら
争
い
ご
と
、
悲
惨
と
苦

悩
が
生
じ
る
。

　
認
知
心
理
学
や
進
化
生
物
学
の
発
展
に

先
立
つ
二
千
五
百
年
以
上
も
前
に
、
仏
陀

が
人
間
と
社
会
に
つ
い
て
十
分
に
語
り
尽

く
し
て
い
る
こ
と
に
驚
か
さ
れ
る
。
仏
典

は
数
多
く
、
教
え
を
説
く
宗
派
も
多
数
あ

る
た
め
に
、
ど
こ
ま
で
が
仏
陀
の
言
葉
で

ど
こ
か
ら
が
弟
子
た
ち
の
想
像
力
に
よ
る

も
の
な
の
か
私
に
は
定
か
で
は
な
い
。
人

間
と
社
会
に
つ
い
て
仏
陀
が
語
っ
た
言
葉

を
現
代
に
即
し
て
わ
か
り
や
す
く
語
り
直

す
こ
と
で
、
私
た
ち
が
気
づ
か
さ
れ
る
こ

と
は
極
め
て
多
い
。

　
現
代
社
会
で
は
、
医
療
技
術
が
生
老
病

死
を
あ
た
か
も
統
御
で
き
る
か
の
よ
う
な

錯
覚
を
私
た
ち
に
与
え
て
い
る
。
医
学
や

医
療
者
に
そ
の
つ
も
り
が
な
く
と
も
、
健

康
雑
誌
の
広
告
に
は
、
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン

グ
、
病
気
に
な
ら
な
い
方
法
と
い
っ
た
人

間
の
欲
望
が
溢
れ
て
い
る
。
欲
求
水
準
が

高
す
ぎ
れ
ば
、
満
た
さ
れ
な
い
機
会
は
増

え
、
落
胆
も
大
き
く
な
る
。
現
代
人
は
子

が
生
ま
れ
な
い
こ
と
に
傷
つ
き
、
老
い
る

こ
と
を
恐
れ
、
治
ら
な
い
病
に
希
望
を
失

い
、
自
身
や
肉
親
の
突
然
の
死
に
茫
然
自

失
し
か
ね
な
い
の
で
あ
る
。

　
他
方
で
、
政
治
経
済
に
も
楽
天
的
バ
イ

ア
ス
や
統
御
可
能
バ
イ
ア
ス
と
し
か
思
え

な
い
か
け
声
が
響
き
わ
た
っ
て
い
る
。
安

倍
政
権
の
「
一
億
総
活
躍
社
会
」「
戦
後
最

大
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
六
〇
〇
兆
円
、
希
望
出
生
率

一・八
人
、
介
護
離
職
ゼ
ロ
」
に
は
、
そ
れ

を
可
能
に
す
る
現
実
的
施
策
の
提
案
に
乏

し
い
。
語
る
理
念
・
目
標
が
幻
想
的
で
あ

っ
て
も
、
語
る
も
の
の
指
導
力
や
カ
リ
ス

マ
に
期
待
し
、
自
分
で
リ
ス
ク
を
取
る
よ

り
は
安
心
・
安
全
を
求
め
、
そ
う
い
う
こ

と
も
可
能
で
は
な
い
か
と
信
じ
て
つ
い
て

い
く
と
し
た
ら
、
実
に
危
な
い
道
で
は
な

い
か
。

　
以
上
、
三
回
に
わ
た
っ
て
現
代
の
カ
ル

ト
問
題
か
ら
私
た
ち
が
考
え
る
べ
き
事
柄

を
説
明
し
て
き
た
。
宗
教
に
関
わ
る
立
場

の
方
々
に
期
待
し
た
い
こ
と
は
、
カ
ル
ト

と
宗
教
の
「
間
」
に
鋭
敏
に
な
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
と
、
人
間
の
認
知
や
集
団
性
向

の
一
面
が
特
異
な
形
で
増
幅
さ
れ
る
と
カ

ル
ト
的
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
よ
く
理

解
し
、
宗
教
の
立
場
か
ら
カ
ル
ト
の
問
題

性
を
語
り
、
そ
の
克
服
の
方
法
に
つ
い
て

知
恵
を
生
か
し
て
も
ら
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
、
カ
ル
ト
に
巻
き
込
ま
れ
、
回
復

途
上
に
あ
る
多
く
の
元
信
者
や
家
族
に
直

接
的
・
間
接
的
な
支
援
を
期
待
し
た
い
。

現
代
仏
教
に
は
そ
の
力
が
あ
る
と
信
じ
て

い
る
。�

（
了
）

●
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

櫻
井 

義
秀（
さ
く
ら
い・よ
し
ひ
で
）

一
九
六
一
年
生
、
山
形
県
出
身
。

一
九
八
七
年
北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
研

究
科
博
士
課
程
中
退
、
二
〇
〇
四
年
か
ら

北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授
、

現
在
総
長
補
佐
・
学
生
相
談
室
長
・
特
別

修
学
支
援
室
長
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
相
談
室

長
。
専
門
は
宗
教
社
会
学
、
タ
イ
・
東
ア

ジ
ア
の
宗
教
文
化
論
、カ
ル
ト
問
題
研
究
。

著
書
・
編
著
に
『
東
北
タ
イ
の
開
発
僧
』

『
タ
イ
上
座
仏
教
と
社
会
的
包
摂
』『
ア
ジ

ア
の
社
会
参
加
仏
教
』
な
ど
多
数
。
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第
三
十
一
期

　
総
務
財
政
審
議
会
答
申

�
委
　
員
　
長
　
山
﨑 

孝
裕

�
副
委
員
長
　
深
澤 

照
生

　
今
期
の
総
務
財
政
審
議
会
で
は
、
齋
藤
理
事

長
か
ら
の
諮
問
に
つ
い
て
三
回
に
わ
た
り
会

議
を
開
催
し
、
慎
重
に
審
議
を
進
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。
こ
こ
に
左
記
の
通
り
答
申
い
た

し
ま
す
。

諮
　
問

　
平
成
二
十
九
年
に
財
団
創
立
六
十
周
年
を

迎
え
る
当
財
団
が
、
社
会
や
加
盟
団
体
か
ら

望
ま
れ
る
事
業
と
は
何
か
、
ま
た
、
ど
の
よ

う
な
事
業
展
開
を
進
め
る
べ
き
か
。

答
　
申

　
全
日
本
仏
教
会
は
、
現
在
一
〇
五
団
体
が

加
盟
す
る
我
が
国
で
唯
一
の
伝
統
仏
教
団
体

の
連
合
体
と
し
て
歩
ん
で
き
た
。当
財
団
は
、

昭
和
三
十
二
年
八
月
二
十
三
日
に
財
団
法
人

と
な
り
、
公
益
社
団
法
人
・
公
益
財
団
法
人

の
制
度
改
革
に
伴
い
、
平
成
二
十
四
年
四
月

一
日
に
公
益
財
団
法
人
へ
移
行
し
た
。
財
団

法
人
設
立
時
の
寄
附
行
為
か
ら
公
益
財
団
法

人
の
定
款
へ
と
規
則
が
変
更
し
た
が
、
そ
の

目
的
に
は
仏
陀
の
和
の
精
神
を
基
調
と
し

「
仏
教
文
化
の
宣
揚
」
と
「
世
界
平
和
の
進

展
」
に
寄
与
す
る
こ
と
を
変
わ
ら
ず
に
掲
げ

て
き
た
。
当
財
団
は
、
財
団
創
立
の
原
点
に

戻
り
、
仏
教
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
人
々
や

社
会
に
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
、
具
体

的
な
事
業
を
盛
り
込
む
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
今
後
の
事
業
の
方
向
性
を
左
記
に
三
点

を
列
挙
し
、
答
申
と
す
る
。

①�

当
財
団
は
、
伝
統
仏
教
団
体
の
連
合
体
で

あ
り
、
釈
尊
の
智
慧
を
現
代
に
生
か
し
、

公
益
的
事
業
の
一
環
と
し
て
仏
教
文
化
を

社
会
へ
発
信
す
る
た
め
、
よ
り
積
極
的
に

広
報
事
業
を
展
開
す
る
。

②�
当
財
団
が
、平
和
、環
境
、人
権
等
に
関
す
る

公
益
事
業
に
つ
い
て
加
盟
団
体
相
互
の
情

報
交
換
の
で
き
る
場
を
積
極
的
に
創
出
す

る
と
と
も
に
加
盟
団
体
の
結
束
を
強
化
す
る
。

③�

こ
れ
ら
の
事
業
を
実
施
し
て
い
く
た
め
、

必
要
な
事
業
の
選
別
を
行
い
、
予
算
に
占

め
る
事
業
費
の
配
分
を
大
幅
に
見
直
す
。

第
三
十
一
期

　
社
会
・
人
権
審
議
会
答
申

�

委
　
員
　
長
　
佐
々
木 

基
文

�

副
委
員
長
　
宇
野
　 

哲
哉

　
今
期
の
社
会
・
人
権
審
議
会
で
は
、
齋
藤

理
事
長
諮
問
に
つ
い
て
各
委
員
の
意
見
を
尊

重
し
、
短
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
集
中
的

か
つ
慎
重
に
審
議
を
進
め
、
結
論
を
得
る
に

至
り
ま
し
た
の
で
、こ
こ
に
左
記
の
通
り
答
申

い
た
し
ま
す
。

諮
　
問

　
靖
国
神
社
へ
の
首
相
及
び
閣
僚
の
公
式
参

拝
中
止
要
請
に
つ
い
て

答
　
申

　
最
初
に
全
日
本
仏
教
会
と
し
て
中
止
要
請

を
行
う
か
に
つ
い
て
議
論
し
た
結
果
、
全
日

本
仏
教
会
と
し
て
文
章
を
も
っ
て
首
相
及
び

閣
僚
に
要
請
す
る
こ
と
で
賛
同
を
得
た
。
文

書
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
過
去
に
出
さ
れ

て
い
る
文
章
を
基
本
と
し
て
、
戦
後
七
十
年

の
節
目
の
年
に
あ
た
り
、
憲
法
に
規
定
し
た

「
信
教
の
自
由
」「
政
教
分
離
」
の
原
則
を
確

認
し
、
先
の
戦
争
に
よ
っ
て
か
け
が
え
の
な

い
生
命
を
失
わ
れ
た
す
べ
て
の
方
々
に
対
す

る
深
い
懺
悔
と
平
和
に
対
す
る
願
い
を
込
め

る
事
。
さ
ら
に
、
遺
族
の
方
々
の
信
教
の
自

由
を
尊
重
す
る
こ
と
で
賛
同
を
得
た
。
こ
れ

ら
の
要
素
を
考
慮
し
た
文
案
を
作
成
・
検
討

し
た
結
果
、
要
請
文
を
採
択
し
た
。

●
首
相
及
び
閣
僚
の
靖
国
神
社
公
式
参
拝
中

止
の
要
請

http://w
w

w
.jbf.ne.jp/assets/

files/pdf/ 2015yousei.pdf

諮
　
問

　
戦
後
七
十
年
に
あ
た
り
、
全
日
本
仏
教
会

と
し
て
の
対
応
に
つ
い
て

答
　
申

　
最
初
に
全
日
本
仏
教
会
と
し
て
何
ら
か
の

意
思
表
明
を
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
検
討
し

た
結
果
、
全
日
本
仏
教
会
と
し
て
広
く
社
会

に
意
思
表
明
す
る
こ
と
で
、
賛
同
を
得
た
。

次
に
、
ど
の
よ
う
な
形
で
意
思
表
明
す
る
か

に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
結
果
、
文
書
に
よ

る
表
明
を
す
る
こ
と
で
了
承
さ
れ
た
。
文
書

の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
既
に
出
さ
れ
て
い

る
理
事
長
談
話
を
基
本
と
し
、
釈
尊
の
言
葉

を
引
用
し
て
、
平
和
を
願
い
、
非
戦
を
誓
う

文
書
に
す
る
。
ま
た
、
戦
争
に
加
担
し
た
反

省
を
盛
り
込
む
が
、
戦
争
に
抵
抗
し
た
教
団

や
僧
侶
が
い
る
こ
と
も
加
え
る
。
さ
ら
に
、

趣
旨
が
散
漫
に
な
ら
な
い
よ
う
に
長
文
化
を

避
け
、
全
加
盟
団
体
か
ら
賛
同
が
得
ら
れ
、

且
つ
一
般
の
方
が
理
解
し
や
す
い
も
の
と
す

る
こ
と
で
、
賛
同
を
得
た
。
こ
れ
ら
の
要
素

を
考
慮
し
た
文
案
を
作
成・検
討
し
た
結
果
、

決
議
文
を
採
択
し
た
。
な
お
、
当
審
議
会
で

は
こ
の
答
申
に
あ
た
り
、決
議
文
を
も
と
に
、

今
後
具
体
的
な
行
動
を
実
践
化
し
て
い
く
こ

と
を
求
め
る
。

●
戦
後
七
十
年
目
の
年
に
あ
た
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
─
非
戦
決
議
─

http://w
w

w
.jbf.ne.jp/new

s/
new

srelease/1591.htm
l
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第
三
十
一
期

　
国
際
交
流
審
議
会
答
申

�
委
　
員
　
長
　
佐
々
木 

康
文

�

副
委
員
長
　
日
比
野 

郁
皓

　
今
期
の
国
際
交
流
審
議
会
で
は
、
齋
藤
理

事
長
諮
問
事
項
に
つ
い
て
三
回
に
わ
た
り
会

議
を
開
催
し
、
慎
重
に
審
議
を
進
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。
こ
こ
に
左
記
の
通
り
答
申
い
た

し
ま
す
。

諮
　
問

　
第
二
十
九
回
世
界
仏
教
徒
会
議
日
本
大
会

開
催
に
お
け
る
、
わ
が
国
の
伝
統
仏
教
界
の

情
報
発
信
に
つ
い
て

答
　
申

　
財
団
創
立
六
十
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と

し
て
開
催
さ
れ
る
、
第
二
十
九
回
Ｗ
Ｆ
Ｂ
世

界
仏
教
徒
会
議
・
第
二
十
回
Ｗ
Ｆ
Ｂ
Ｙ
世
界

仏
教
徒
青
年
会
議
日
本
大
会
に
際
し
、
理
事

長
諮
問
を
審
議
し
た
結
果
、
以
下
の
情
報
発

信
を
軸
と
し
て
、
実
施
に
向
け
準
備
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

①�

災
害
（
東
日
本
大
震
災
等
）
に
対
す
る
伝

統
仏
教
界
の
取
り
組
み

②�

現
代
社
会
が
抱
え
る
諸
問
題
に
つ
い
て
の

伝
統
仏
教
界
の
取
り
組
み

③�

近
年
増
加
傾
向
に
あ
る
訪
日
外
国
人
に
対

し
、
わ
が
国
の
伝
統
仏
教
界
を
紹
介
す
る

　
第
二
十
九
回
Ｗ
Ｆ
Ｂ
世
界
仏
教
徒
会
議
・

第
二
十
回
Ｗ
Ｆ
Ｂ
Ｙ
世
界
仏
教
徒
青
年
会
議

日
本
大
会
開
催
の
前
年
に
あ
た
る
二
〇
一
七

（
平
成
二
十
九
）
年
に
、
同
じ
く
財
団
創
立

六
十
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
全
日
本

仏
教
徒
会
議
を
被
災
地
で
開
催
す
る
予
定
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
記
念
事
業
全
体
と
し
て
国

内
外
に
対
し
、
伝
統
仏
教
界
が
東
日
本
大
震

災
に
取
り
組
ん
で
き
た
支
援
と
、
被
災
さ
れ

た
方
へ
寄
り
添
っ
て
い
く
姿
勢
を
伝
え
て
い

く
べ
き
と
考
え
る
。
ま
た
、
世
界
仏
教
徒
会

議
日
本
大
会
開
催
が
、
日
本
の
伝
統
仏
教
界

を
紹
介
す
る
契
機
と
な
り
、
世
界
中
か
ら
集

ま
る
仏
教
者
一
同
が
、
現
代
社
会
が
抱
え
る

諸
問
題
に
向
き
合
い
、
問
題
を
共
有
し
て
解

決
の
糸
口
を
模
索
し
て
い
く
場
と
な
る
こ
と

が
望
ま
れ
る
。
二
〇
二
〇
年
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
を
控
え
、
今
後
も
増
加
傾
向
が

予
想
さ
れ
る
訪
日
外
国
人
に
対
し
て
も
、
本

会
が
中
心
と
な
り
、
仏
陀
の
「
和
」
の
精
神

を
基
調
に
「
全
一
仏
教
運
動
」
を
広
く
社
会

に
向
け
て
提
唱
し
、
仏
教
文
化
の
宣
揚
と
世

界
平
和
の
進
展
に
寄
与
し
て
い
く
取
り
組
み

を
周
知
し
、
そ
れ
ら
の
姿
勢
が
、
本
会
加
盟

団
体
内
で
日
本
国
内
に
お
け
る
国
際
伝
道
の

あ
り
方
を
考
え
て
い
く
一
助
に
な
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

平
成
二
十
八
年

　
　
新
年
懇
親
会
開
催

　
一
月
二
十
六
日
、
ザ
・
プ
リ
ン
ス
パ
ー
ク

タ
ワ
ー
東
京「
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
」に

お
い
て
、
標
記
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、
加
盟

団
体
ほ
か
各
界
か
ら
約
五
百
名
の
方
々
が
参

加
さ
れ
た
。こ
の
度
の
懇
親
会
で
は
第
三
十
二

期
に
ご
就
任
い
た
だ
く
会
長
・
副
会
長
に
も

ご
臨
席
い
た
だ
き
、
参
加
者
に
対
し
て
新
会

長
及
び
新
副
会
長
の
「
お
披
露
目
」
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。
最
初
に
第
三
十
一
期
会
長

加
藤
精
一
猊
下
、
第
三
十
二
期
会
長
小
峰
一

允
猊
下
、
齋
藤
明
聖
理
事
長
の
順
に
挨
拶
。

来
賓
か
ら
岡
田
武
夫
日
本
宗
教
連
盟
理
事
が

挨
拶
さ
れ
、
常
磐
井
慈
祥
副
会
長
の
乾
杯
の

発
声
で
開
宴
。
ま
た
、
仏
教
懇
話
会
所
属
国

会
議
員
か
ら
、
自
由
民
主
党
・
伊
吹
文
明
衆

議
院
議
員
、
民
主
党
・
髙
木
義
明
衆
議
院
議

員
、
維
新
の
党
・
松
木
け
ん
こ
う
衆
議
院
議

員
が
そ
れ
ぞ
れ
党
を
代
表
し
て
挨
拶
。
そ
の

後
、
内
藤
卓
州
愛
媛
県
仏
教
会
副
会
長
よ
り

昨
年
開
催
さ
れ
た
全
日
本
仏
教
徒
会
議
愛
媛

大
会
の
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
、
最
後
に
倉
澤
豊

明
事
務
総
長
の
辞
に
よ
り
散
会
と
な
っ
た
。

第
十
三
回
　
理
事
会
開
催

次
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算
承
認

記
念
事
業
テ
ー
マ
、「
法
務
執
行
相
談
に
関
す
る
協

議
会
（
仮
称
）」
の
設
置
に
向
け
て
賛
同

　
一
月
二
十
六
日
に
開
催
さ
れ
た
、
第
十
三
回
理
事

会
の
議
案
第
一
号
及
び
第
二
号
に
お
い
て
、
次
年
度

事
業
計
画
・
予
算
が
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。
協

議
事
項
第
一
号
で
は
、
本
会
財
団
創
立
六
十
周
年
記

念
事
業
テ
ー
マ（
案
）の
「
ご
縁
を
か
た
ち
に
、
絆
を

行
動
に
―
私
か
ら
は
じ
ま
る
―
」
が
全
会
一
致
で
賛

同
さ
れ
た
。
報
告
事
項
で
は
大
蔵
経
研
究
推
進
会
議

事
業
、
今
期
総
務
財
政
審
議
会
、
社
会
・
人
権
審
議

会
、
国
際
交
流
審
議
会
答
申
内
容
、
広
報
委
員
会
、

厚
生
年
金
加
入
問
題
、
朝
鮮
半
島
の
旧
民
間
徴
用
者

の
遺
骨
返
還
に
関
す
る
進
捗
等
が
報
告
さ
れ
た
。
ま

第31期 第32期 会長・副会長
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寺院が知っておきたい法律知識
　宗教法人運営のための法律入門⑮　

収益事業の判定基準　３
【席貸業】
　宗教法人がその主たる目的とする業務に関連して行うもので、檀信徒等の用に供するもののうち、その
利用の対価の額が実費の範囲を超えないものは、席貸業とはなりません。昭和59年４月1日に席貸業に関
する施行令が改正されたとき、全日本仏教会は葬儀等のため本堂等を貸し付けた場合にはどうなるかにつ
いて、国税庁と何度も交渉をして一定の合意に至りました。
　要約すると、その宗教法人の僧侶等が出仕する場合は、席貸業とならないというものです。その宗教法
人の僧侶等とは、必ずしも住職や代表役員に限りません。その宗教法人に所属する聖職者ということです。
【周旋業、代理業、仲立業】
　反復して業者に仲介を行い、その対価として金員を収受すると、周旋、代理、仲立のいずれかに該当し
ます。例えば石材店等が任意に喜捨金として奉納する金員を収受して、その実質が石材店等への紹介料で
あって、客観的に仲介等の対価にあたると見られる場合には収益事業に該当します。しかし、石材店等に
お客を紹介しない限り収益事業になりません。石材店等が施主を公告で募集してお客を案内に来るものや、
石材店等が宗教法人の檀家を紹介する形のものについては収益事業とはなりません。特定の石材店等を専
属に入れている場合には、お客を紹介しなくても収益事業になるといった見解も見られますが、石材店等
を専属にすることと、お客を紹介することは言葉の意味が異なりますから、いかに拡張解釈や類推解釈し
ても許されません。しかも租税法律主義は類推解釈を禁じています。
【技芸教授業】
　和裁や洋裁の教授、着付教室、学習塾、語学塾、書道塾などです。武道塾は含まれません。技芸教授業
を始める人に場所を貸して対価をもらえば席貸業になります。
【駐車場業】
　駐車する場所を提供して対価を得る事業をいいます。月極め、年極め、有屋、青空を問いません。尚、
有料駐車場に使用していた土地を売却したその代金収入は駐車場の収入とはなりません。収益事業に使用
していた土地を売却しても、その土地を10年以上所有していた場合には、その代金は収益事業収入とはな
りませんから注意を要します。
� 全日本仏教会顧問弁護士　長谷川 正浩 監修

た
、
報
告
事
項
内
の
ア
マ
ゾ
ン
「
お
坊
さ
ん
便
」
に
関
す
る
内
容
は
、
報
告
後
協

議
事
項
第
二
号
と
し
て
扱
わ
れ
、
ア
マ
ゾ
ン
本
社
な
ら
び
に
日
本
法
人
へ
の
販
売

中
止
の
要
望
の
提
出
と
、
伝
統
仏
教
界
が
一
般
の
方
々
の
声
に
応
え
る
た
め「
法
務

執
行
相
談
に
関
す
る
協
議
会（
仮
称
）」を
設
置
す
る
こ
と
が
賛
同
さ
れ
た
。

【
第
十
三
回
理
事
会
概
要
】

日
　
　
時
：
平
成
二
十
八
年
一
月
二
十
六
日
（
火
）
午
後
二
時
～

場
　
　
所
：
明
照
会
館
四
階
第
一
会
議
室

出
席
理
事
：
十
五
名
（
二
十
名
中
）　　
出
席
監
事
：
三
名
（
三
名
中
）

議
　
　
長
：
齋
藤
明
聖
第
三
十
一
期
理
事
長

○
議
案
（
全
議
案
全
会
一
致
で
承
認
）

第
一
号　
二
〇
一
六（
平
成
二
十
八
）年
度
事
業
計
画（
案
）に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件

第
二
号　
二
〇
一
六（
平
成
二
十
八
）年
度
収
支
予
算（
案
）に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件

○
協
議
事
項
（
全
て
全
会
一
致
で
賛
同
）

第
一
号　
財
団
創
立
六
十
周
年
記
念
事
業
テ
ー
マ（
案
）に
つ
い
て
賛
同
を
求
め
る
件

第
二
号　
ア
マ
ゾ
ン「
お
坊
さ
ん
便
」へ
の
対
応
に
つ
い
て
賛
同
を
求
め
る
件（
報

　
　
　
　
告
事
項
か
ら
変
更
）

○
報
告
事
項

第
一
号　
大
蔵
経
研
究
推
進
会
議
に
関
す
る
報
告

第
二
号　
第
三
十
一
期
総
務
財
政
審
議
会
、
社
会
・
人
権
審
議
会
、
国
際
交
流
審

　
　
　
　
議
会
答
申
内
容
に
関
す
る
報
告

第
三
号　
第
三
十
一
期
広
報
委
員
会
に
関
す
る
報
告

第
四
号　
各
部
報
告

【
総
務
部
】
厚
生
年
金
加
入
問
題
、
朝
鮮
半
島
の
旧
民
間
徴
用
者
等
の
遺
骨
返
還
、

ア
マ
ゾ
ン
「
お
坊
さ
ん
便
」
に
つ
い
て
（
報
告
後
、
協
議
事
項
第
二
号
に
変
更
）

【
財
務
部
】
平
成
二
十
七
年
度
救
援
基
金
現
況
、
災
害
支
援
活
動
に
つ
い
て

【
社
会・人
権
部
】
加
盟
団
体
顧
問
弁
護
士
連
絡
会
、
人
権
問
題
連
絡
協
議
会
、
仏

教
懇
話
会
に
つ
い
て

【
国
際
部
】InterFaith

駅
伝
二
〇
一
六
に
つ
い
て

○
出
席
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

①�

理
事　
齋
藤
明
聖
（
真
宗
大
谷
派
・
理
事
長
）、
千
葉
省
三
（
曹
洞
宗
）、
倉
澤

豊
明
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）、戸
松
義
晴
（
浄
土
宗
）、塩
崎
望
己
（
日
蓮
宗
）、

山
口
正
純
（
真
言
宗
智
山
派
）、菅
野
秀
浩
（
真
言
宗
豊
山
派
）、瀧
藤
尊
淳
（
和

宗
）、
岡
野
正
純
（
孝
道
教
団
）、
石
堂
恵
眼
（
真
言
宗
中
山
寺
派
）、
山
田
一
眞

（
東
京
都
仏
教
連
合
会
）、
和
田
大
雅
（
神
奈
川
県
仏
教
会
）、
杉
山
令
憲
（
岐
阜

県
仏
教
会
）、
伊
藤
正
導
（
愛
知
県
仏
教
会
）、
長
澤
香
静
（
京
都
仏
教
会
）

②�

監
事　
井
桁
雄
弘
（
大
阪
府
佛
教
会
）、古
澤
勝
浩
（〈
公
財
〉
仏
教
伝
道
協
会
）、

山
中
一
郎
（
公
認
会
計
士
）

③
そ
の
他
出
席
者　
長
谷
川
正
浩
（
顧
問
弁
護
士
）、
下
田
正
弘
（
東
京
大
学
）



   12月（1日〜15日）   
１日	 ▶局内会議� 事務総局
	 ▶東京記者懇談会（事前講演会）開催� 事務総局
	 ▶第3回東京記者懇談会開催� 事務総局
２日	 ▶（公財）日本宗教連盟立ち入り検査出席
	 � 東京・日本宗教連盟事務所
	 ▶日蓮宗池上本門寺管長晋山式・祝賀会出席� 東京・池上本門寺
	 ▶韓日仏教文化交流協議会郭事務局長他来局� 事務総局
３日	 ▶東京都仏教連合会成道会出席� 東京・有楽町ホール
	 ▶（一社）プラジャ影本氏来局� 事務総局
４日	 ▶自由民主党本部職員岩松氏訪問� 東京・自由民主党本部
７日	 ▶曹洞宗人権研修会出席� 神奈川・本覚寺
	 ▶BNN企画委員会出席� 東京・明照会館会議室
	 ▶BNN講演会・年末懇親会出席� 東京・明照会館会議室
	 ▶愛知県仏教会理事会出席� 愛知・ローズコートホテル
８日	 ▶衆議院議員谷川とむ事務所訪問� 東京・衆議院第1議員会館
	 ▶民主党職員朝賀氏来局� 事務総局
	 ▶朝日ビジネスソリューション（株）木村氏他来局� 事務総局
９日	 ▶北國新聞山本氏来局� 事務総局
	 ▶真宗大谷派年末懇談会出席� 東京・池袋
	 ▶無料法律相談開催� 事務総局
１０日	▶関西支局連絡会開催� 京都・浄土真宗本願寺派伝道本部
	 ▶京都宗教記者会へ本会事業説明
	 � 京都・浄土真宗本願寺派伝道本部
	 ▶京都宗教記者会との懇談会開催� 京都・京都駅前
１１日	▶大村印刷（株）是永氏他来局� 事務総局
１５日	▶プリンスホテル秋山氏来局� 事務総局
	 ▶衆議院議員大島理森事務所訪問� 東京・衆議院第1議員会館

   12月（16日〜31日）   
１6日	▶半田孝淳第256世天台座主通夜参列� 滋賀・滋賀院門跡
１７日	▶築地本願寺訪問� 東京・築地本願寺
	 ▶三審議会正副委員長意見交換会開催� 東京・築地
１８日	▶（株）阪急阪神ビジネストラベル鈴木氏他来局� 事務総局
２１日	▶(株)オメガコム五十嵐氏来局� 事務総局
	 ▶局内会議� 事務総局
２２日	▶菅義偉官房長官訪問� 東京・首相官邸
	 ▶損害保険ジャパン日本興亜(株)米山氏来局� 事務総局
	 ▶財団創立60周年記念事業テーマ策定会議開催� 事務総局
２４日	▶曹洞宗宗務庁訪問� 東京・曹洞宗宗務庁
	 ▶無料法律相談開催� 事務総局

   2016.1月（1日〜15日）   
８日	 ▶日蓮宗仕事始め出席� 東京・日蓮宗務院
	 ▶自由民主党本部職員岩松氏訪問� 東京・自由民主党本部
	 ▶民主党本部職員朝賀氏訪問� 東京・民主党本部
	 ▶衆議院議員岸信夫事務所訪問� 東京・岸信夫事務所
	 ▶NHK首都圏放送センター竹前氏来局� 事務総局

	 ▶（公財）仏教伝道協会大來師来局� 事務総局
１２日	▶部落解放同盟中央本部事務長大西氏訪問
	 � 東京・部落解放同盟中央本部
	 ▶終活読本「ソナエ」編集長赤堀氏来局� 事務総局
	 ▶朝日新聞大阪本社岡田氏来局� 事務総局
１３日	▶自由民主党本部職員岩松氏訪問� 東京・自由民主党本部
	 ▶大村印刷是永氏他来局� 事務総局
	 ▶凸版印刷古谷氏来局� 事務総局
１４日	▶局内会議� 事務総局
	 ▶無料法律相談開催� 事務総局
１５日	▶浄土宗大本山増上寺新年互礼会出席� 東京・増上寺
	 ▶ニューヨーク・タイムズ ジョナサン氏他来局� 事務総局
	 ▶厚生労働省年金局事業管理課高橋氏他来局� 事務総局
	 ▶日鐵住金建材(株)石川氏他来局� 事務総局
	 ▶財団創立60周年記念事業調整会議開催� 事務総局

   1月（16日〜30日）   
１８日	▶（一財）埼玉県佛教会新年懇親会出席
	 � 埼玉・浦和ロイヤルパインズホテル
	 ▶劇団わらび座菊池氏来局� 事務総局
１９日	▶（公財）国際仏教興隆協会第2回再生活性化委員会出席
	 � 東京・明照会館
	 ▶プリンスホテル秋山氏来局� 事務総局
	 ▶AP通信山口氏来局� 事務総局
	 ▶ラマ・ロブ師他来局� 事務総局
２０日	▶（公社）日本仏教保育協会新年懇親会出席
	 � 東京・ザ・プリンスパークタワー東京
	 ▶(株)若林工芸舎村田氏来局� 事務総局
	 ▶キヤノンマーケティングジャパン(株)深谷氏他来局� 事務総局
	 ▶株式会社アミューズ来局� 事務総局
	 ▶新年懇親会会場下見� 東京・ザ・プリンスパークタワー東京
２１日	▶TBS秋沢氏訪問� 東京・TBS本社
	 ▶念法眞教桶屋教務総長来局� 事務総局
２２日	▶浄光会第27回新年総会出席� 東京・増上寺
	 ▶築地本願寺新年互礼会出席� 東京・築地本願寺
	 ▶高野山真言宗高岡総務課長他来局� 事務総局
	 ▶（公財）仏教伝道協会古澤氏来局� 事務総局
２６日	▶第13回理事会開催� 東京・明照会館
	 ▶平成28年新年懇親会開催� 東京・ザ・プリンスパークタワー東京
２７日	▶（公財）WCRP日本委員会「新春の集い」出席
	 � 東京・立正佼成会法輪閣
２８日	▶InterFaith駅伝2016打合せ� 京都・ホテル本能寺他
	 ▶東京都宗教連盟厚生年金問題公聴会出席� 東京・明治記念館
	 ▶朝日ビジネスソリューション（株）木村氏来局� 事務総局
	 ▶無料法律相談開催� 事務総局
２９日	▶半田孝淳第256世天台座主本葬儀参列� 滋賀・天台宗務庁
	 ▶教王護国寺訪問� 京都・東寺
３０日	▶民主党定期大会出席� 東京・東京プリンスホテル

事務総局録事

7 ZENBUTSU  2016.3.1

賛助会員新会員 株式会社東海大阪レンタル 様（イベント・レンタル）� ご入会ありがとうございます。

事務総局人事 社会・人権部次長　東田 樹治（高野山真言宗）  10月31日　辞 任
社会・人権部次長　下島 章裕（高野山真言宗）　 １月 １日　就 任



シリーズ累計頒布枚数２０万枚以上！！

全日本仏教会では花まつりの全国展開を推進すべくさまざまな花まつりポスターを頒布しています。
本年はお稚児さんのポスターを全面リニューアルいたしました。是非、皆様の花まつり告知にご活用ください！

ポスター、1/10頒布開始！！
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〈短冊サイズ〉

＜従来のデザインも頒布中＞ 〈短冊サイズ〉

新デザイン

【ポスター１】お稚児

【ポスター 3】蓮と仏像

【在庫限り】

【ポスター 4】白象と仏旗 【ポスター 5】白象と仏旗

お稚児さんのかわい
いイラストが印象的
な花まつりポスター
が頒布開始。
従来サイズと短冊サ
イズをご用意し、デザ
インにもそれぞれ変
化を持たせたやわら
かな図柄のポスター
となっております。

【お問い合わせ】	 広報文化部　担当：西野 良嘉　r-nishino@jbf.ne.jp
	 TEL  03-3437-9275　  FAX  03-3437-3260

●頒布価格　１枚50円
　（短冊サイズは30円）
※別途送料、梱包料が必要です。

●�ポスター下部の余白に、地
域での開催告知等の書き込
み、貼り付けができます。

●�申込用紙の印刷、お申し込
みは全日本仏教会ホーム
ページよりお願いいたしま
す。

●��花まつり絵はがきも無料配
布中。詳細はホームページ
をご覧下さい。

http://www.jbf.ne.jp
 

【ポスター２】お稚児

検索全日仏

ＱＲコ
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